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平
成
25
年
度
の
各
会
計
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
町
の
業
務
や

施
策
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

や
、
国
・
北
海
道
か
ら
の
補
助
金

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
町
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
る
会
計
で
す
。
町
で

は
、
「
元
気
発
信
・
笑
顔
の
大
地

・
夢
開
花　

な
か
が
わ
」
の
将
来

像
を
達
成
す
る
た
め
に
、
福
祉
や

教
育
、
経
済
な
ど
の
基
本
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
経
費
の
大
部
分
を
賄
っ
て
い
る

の
が
一
般
会
計
で
す
。

　

そ
の
他
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
直

結
し
た
事
業
を
特
別
会
計
で
行
っ

て
い
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
国
の

補
助
金
や
税
金
、
使
用
料
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
こ
れ
ら
の
お
金
が
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
か
を
示

す
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

一　般　会　計

町　　　　　　　　　税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財　　産　　収　　入

寄　　　　附　　　　金

繰　　　　入　　　　金

繰　　　　越　　　　金

諸　　　　収　　　　入

地　方　譲　与　税

利　子　割　交　付　金

配　当　割　交　付　金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地　方　交　付　税

交通安全対策特別交付金

国　庫　支　出　金

道　　支　　出　　金

町　　　　　　　　　債

議　　会　　費

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

労　　働　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

消　　防　　費

教　　育　　費

災 害 復 旧 費

公　　債　　費

給　　与　　費

予　　備　　費

歳入及び歳出内訳の金額は、千円の位を
切りすてているため、それぞれの合計額
と総額は異なります。
ただし、各割合（％）は、千円以下の位を
含めたものとなっています。

区　　分区　　　　分

歳出内訳歳入内訳

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

金　　額 割合（％）

1億7,978万円

160万円

7,757万円

3,941万円

24万円

1億4,000万円

2億2,631万円

2億2,682万円

5,934万円

48万円

42万円

58万円

1,836万円

1,545万円

12万円

21億3,546万円

0万円

6億7,045万円

1億9,274万円

6億2,407万円

3.9

0.0

1.7

0.9

0.0

3.0

4.9

4.9

1.3

0.0

0.0

0.0

0.4

0.3

0.0

46.3

0.0

14.6

4.2

13.6

金　　額 割合（％）

2,921万円

2億5,953万円

3億3,614万円

2億1,759万円

1,530万円

7億5,511万円

1億5,266万円

6億4,465万円

5億2,709万円

4億9,816万円

0万円

5億3,838万円

4億1,979万円

0万円

0.7

5.9

7.6

4.9

0.3

17.2

3.5

14.7

12.0

11.3

0.0

12.3

9.6

0.0

歳出総額
43億9,365万円

歳入総額
46億0,928万円
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平成25年度に行った主な事業

町史編さん事業
住宅新築・リフォーム促進助成
地域おこし協力隊活用事業
特別養護老人ホーム一心苑内部改修工事　　　
敬老会開催・敬老祝金
高齢者世帯等住宅除雪費助成事業
冬期生活支援事業
幼児センター玄関ドア改修工事
健康づくり事業（入浴料助成）
中川町立診療所自動血球測定装置購入
新規就農誘致事業
牧場運営事業
地域づくり交付金（エゾシカ）被害防止緊急捕獲事業
木質バイオマス利活用調査事業
農村地域除雪事業
森林環境保全直接支援事業
未来につなぐ森づくり推進事業
森林整備加速化・林業再生林業専用道（規格相当）開設事業
ポイントカード推進事業補助
イベント活性化推進事業補助
中川町新事業化支援事業補助
町道除雪業務
公営住宅営繕工事
公営住宅備品購入
大型ロータリー除雪車更新事業
消防庁舎新築工事
高等学校生徒就学支援
学習支援塾運営費補助
中川町立中川中学校大規模改修
パークゴルフ場トイレ改修
スクールバス購入事業

土地：29,765,424㎡
　　　（うち山林19,878,300㎡）
建物：67,890㎡

　　　（平成26年３月31日現在）

区分 事業費 【主な町有財産の現在高】

財政力指数（3ヵ年平均）
　　　0.107（平成24年度0.109）
　財政力指数は、1.0に近いほど自主
財源の割合が高く、財政力が強いこ
とを示します。

経常収支比率
　　75.0％（平成24年度71.9％）
　経常収支比率は、財政の弾力性を
示す指標で、パーセンテージが高い
ほど財政が硬直化していることを示
します。

【中川町の財政力】

貯金（基金）
　27億6,044万円
　（町民1人あたり約161万円）

借金（地方債残高）
　61億6,416万円
　（町民1人あたり約360万円）

　　　※平成26年3月31日現在人口
　　　　　　　 1,710人を基に計算

【中川町の貯金と借金】

健全化判断比率
・実質赤字比率　　　　－％
・連結実質赤字比率　　－％
・実質公債費比率　　 8.8％
・将来負担比率　　　　－％

資金不足比率
・簡易水道特別会計　　－％
・農業集落排水事業　　－％

※これらの数値は、赤字でない限り
　比率がないものとされ、「－％」
　と示しています（詳しくは、広報
　なかがわ2014年11月号6～7ペー
　ジをご覧ください）。

【健全化判断比率、　　　
　　　資金不足比率】

事　　業　　名

総
務
費

民
生
費

衛生費

消防費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

土
木
費

教
育
費

426万円
1,186万円
1,016万円
1,648万円
349万円
138万円
133万円
432万円
427万円
249万円
569万円
2,253万円
300万円
782万円
241万円
4,180万円
520万円
1,782万円
320万円
315万円
177万円
6,436万円
3,371万円
483万円
3,329万円

3億6,717万円
372万円
120万円

2億6,252万円
712万円
376万円

特別会計決算総括表

介
護
保
険

特　
　

別　
　

会　
　

計

2億3,400万円
1億8,569万円
7,883万円

2億0,061万円
814万円
2,741万円

7億3,471万円
53億4,399万円

国民健康保険事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業

後 期 高 齢 者 医 療
小　　　　　　　計

区　　　分

一般会計＋特別会計

歳入決算額 歳出決算額 差引額

保険事業勘定
サービス事業勘定

2億2,739万円
1億8,559万円
7,880万円

2億0,061万円
814万円
2,741万円

7億2,797万円
51億2,163万円

661万円
10万円
3万円

0万円

0万円
674万円

2億2,236万円
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◆
研
究
と
研
鑚

　

林
業
青
年
部
設
立
の
大
き
な

目
的
の
一
つ
は
、
森
林
や
林
業

に
関
す
る
研
究
や
研
鑚
の
場
の

創
出
で
す
。

　

部
員
の
中
に
は
、
北
大
研
究

林
の
教
員
や
技
術
職
員
、
林
業

試
験
場
の
研
究
員
も
い
れ
ば
、

現
場
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
マ
ン
も
い
ま
す
。

　

得
意
分
野
も
異
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
講
師
を
務
め

な
が
ら
研
鑚
を
重
ね
、
時
に
は

外
部
か
ら
講
師
を
招
き
研
究
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
き
た
ば
か
り
の
組
織
で
す

の
で
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多

々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
諸

先
輩
方
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

の
林
業
青
年
部
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

部
長　

遠
藤　

晴
幸

部　　長　遠藤　晴幸／遠藤工業㈲
副 部 長　馬谷　佳幸／北大中川研究林
　　　　　奥山　智浩／上川北部森林組合
事務局長　髙橋　直樹／中川町役場
監　　査　今野　大樹／天塩川工業㈱
　　　　　板見　秀一／佐久森林事務所

　

10
月
31
日
、
中
川
町
役
場
2

階
大
会
議
室
で
、
中
川
町
林
業

青
年
部
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
川
町
林
業
青
年
部
は
、
町

内
在
住
の
森
林
・
林
業
関
係
者

や
、
町
内
に
事
業
所
を
置
く
事

業
体
で
働
く
森
林
・
林
業
関
係

者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
北
大

中
川
研
究
林
、
天
塩
研
究
林
、

林
業
試
験
場
道
北
支
場
、
国
有

林
、
森
林
組
合
、
林
業
事
業
体
、

中
川
町
な
ど
町
内
全
て
の
林
業

関
係
者
が
集
い
、
29
名
で
創
立

さ
れ
ま
し
た
。

◆
林
業
の
世
界

　

林
業
の
世
界
は
一
般
に
閉
鎖

的
な
社
会
と
言
わ
れ
、
他
の
事

業
体
と
の
交
流
は
少
な
い
か
、

全
く
な
い
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
や
知
識
の
伝
承

も
、
事
業
体
内
で
完
結
し
て
し

ま
う
こ
と
が
多
く
、
新
し
い
知

識
や
技
能
習
得
の
機
会
は
あ
ま

り
多
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

中
川
町
林
業
青
年
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

す
。　

　

公
的
機
関
や
学
術
研
究
機
関

は
新
し
い
知
識
や
技
能
、
森
林

・
林
業
を
取
り
巻
く
制
度
の
変

化
を
知
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
山
や
森
の
中

で
働
く
機
会
や
苦
労
を
知
る
機

会
に
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、
現
場

の
実
態
が
置
き
去
り
に
さ
れ
、

机
上
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
が

多
く
な
り
が
ち
で
す
。

　

中
川
町
林
業
青
年
部
は
、
現

場
で
働
く
人
た
ち
と
、
研
究
や

制
度
を
運
用
す
る
人
た
ち
が
、

手
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
知
識

の
習
得
や
技
能
の
研
鑚
に
励
む

こ
と
で
、
中
川
町
の
森
林
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

◆
年
齢
制
限
が
な
い
！？

　

中
川
町
林
業
青
年
部
は
、「
青

年
部
」
と
言
い
な
が
ら
、
本
体

組
織
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
青
年
部
で
は
あ
り
ま

す
が
、
年
齢
制
限
も
「
目
安
と

し
て
40
代
ま
で
」
と
決
ま
っ
て

い
る
だ
け
で
す
。

　

「
精
神
が
若
け
れ
ば
、
年
齢

は
関
係
な
い
」
と
い
う
設
立
総

会
の
総
意
に
よ
り
年
齢
制
限
は

撤
廃
さ
れ
た
の
で
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
、
若
者
が
一
緒
に

な
っ
て
、
中
川
町
の
森
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

◆
町
づ
く
り
に
も
参
加

　

農
業
者
に
は
、
Ｊ
Ａ
北
は
る

か
中
川
支
所
青
年
部
、
商
工
業

者
に
は
商
工
会
青
年
部
が
あ
り

ま
し
た
が
、
林
業
者
に
青
年
組

織
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
で
さ
え
、
朝
か
ら
晩
ま

で
を
山
や
森
で
過
ご
す
林
業
者

は
、
町
の
人
の
目
に
触
れ
る
機

会
が
比
較
的
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
森
に
関
わ
る

事
業
や
行
事
を
主
に
、
町
づ
く

り
に
も
参
加
し
て
い
き
ま
す
。
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問い合わせ先　教育委員会　☎7－2877

　

【
ま
ず
は
草
刈
り
】

　

今
回
調
査
し
た
の
は
安
部
志

内
川
右
岸
遺
跡
と
い
い
、
国
道

40
号
線
に
か
か
る
安
平
志
内
橋

付
近
の
安
平
志
内
川
右
岸
に
位

置
し
ま
す
。
遺
跡
の
名
前
の
も

と
に
な
っ
た
の
は
安
平
志
内
川

で
す
が
、
遺
跡
の
名
前
に
は
安

部
志
内
川
と
違
う
漢
字
が
当
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
ア
ベ
シ
ナ
イ
は
ア
イ
ヌ

語
の
「
ア
・
ペ
シ
・
ナ
イ　

我

々
・
沿
っ
て
下
る
・
川
」
か
ら

由
来
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
9
月
24
日
〜
10
月
17
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
ア
イ

ヌ
の
遺
跡
・
オ
フ
イ
チ
ャ
シ
跡
に
隣
接
す
る
安
部
志
内
川
右
岸
遺

跡
の
測
量
・
試
掘
調
査
は
、
専
門
家
の
指
導
の
も
と
、
オ
ー
ル
中

川
町
民
の
手
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
オ
フ
イ
チ
ャ
シ
跡
調
査
で
は
、
1
7
3
9
年
の
樽

前
山
の
噴
火
以
前
に
つ
く
ら
れ
た
自
然
地
形
を
利
用
し
た
天
塩
川

流
域
で
最
大
の
チ
ャ
シ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ャ
シ
跡
の
直
下
の
安
部
志
内
川
右
岸
遺
跡
で
は
、
ガ
ラ

ス
玉
や
鉄
器
、
陶
器
片
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
調
査

の
目
的
は
、
チ
ャ
シ
を
利
用
し
た
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
の
場

の
ひ
ろ
が
り
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

※「
安
部
志
内
川
」は
遺
跡
名
で
あ
り
、河
川
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
部
志
内
川
右
岸
遺
跡
調
査
報
告

平
成
26
年
度

　

調
査
に
先
立
っ
て
、
細
か
い

地
形
の
凸
凹
を
把
握
す
る
た
め

に
草
刈
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

イ
タ
ド
リ
や
サ
サ
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
、
作
業
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
大
変
な
こ
と

に
、
遺
跡
調
査
の
場
合
は
、
刈

っ
た
草
を
す
べ
て
調
査
地
外
に

移
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
作
業
が
終
わ
っ

て
か
ら
、
よ
う
や
く
測
量
や
試

掘
の
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

【
出
た
ぞ
！
】

　

試
掘
調
査
は
、
表
土
を
重
機

で
剥
ぎ
取
っ
た
後
、
手
掘
り
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
陶
器
の
欠

片
や
炭
な
ど
ポ
ツ
ポ
ツ
と
出
始

め
た
調
査
3
日
目
、
天
塩
川
左

岸
の
調
査
区
か
ら
、
つ
い
に
明

ら
か
に„
古
い
“時
期
の
黒
曜
石

製
の
石
器
や
土
器
片
が
出
土
し
、

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
慎
重

に
掘
り
進
め
て
い
く
と
、
そ
の

周
囲
か
ら
黒
曜
石
製
の
石
器
、

続
い
て
獣
骨
が
出
土
し
ま
し
た
。

隣
の
試
掘
場
所
か
ら
は
、
大
量

の
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
、
そ
し

て
錆
び
た
鉤
状
の
鉄
器
が
出
土

し
ま
し
た
。

〈
主
な
遺
物
〉

•
黒
曜
石
製
石
器　
　
　

2
点

•
土
器
片　
　
　
　
　
　

5
点

•
獣
骨　
　
　
　
　
　
　

4
点

•
鉤
状
鉄
器　
　
　
　
　

1
点

•
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ　

多
数

•
炭
・
炭
化
植
物　
　
　

多
数

　

こ
の
他
に
石
片
や
丸
石
な
ど

が
複
数
出
土
し
ま
し
た
。

【
中
川
の
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
に
】

　

出
土
し
た
遺
物
の
鑑
定
・
分

析
の
途
中
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

•
石
器
と
土
器
は
縄
文
時
代
の

も
の
で
、
そ
れ
以
外
の
遺
物
は

ア
イ
ヌ
文
化
期
の
も
の
で
あ
る
。

•
獣
骨
は
す
べ
て
エ
ゾ
ヒ
グ
マ

で
、
骨
に
傷
つ
け
ら
れ
た
跡
が

あ
る
。

か
ぎ
じ
ょ
う

•
鉤
状
鉄
器
は
、
天
塩
川
で
サ

ケ
を
採
る
た
め
の
道
具
か
も
し

れ
な
い
。

　

現
在
、
年
代
測
定
を
行
っ
て

い
る
最
中
で
す
が
、
今
回
の
遺

跡
は
、
18
〜
19
世
紀
の
ア
イ
ヌ

文
化
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、

天
塩
川
水
系
で
は
画
期
的
な
発

見
で
す
。
天
塩
日
誌
（
江
戸
時

代
）
に
記
さ
れ
た
「
松
浦
武
四

郎
の
見
た
中
川
」
に
つ
な
が
る

発
見
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
、
研
究
を
進
め
て
い
き
、

年
度
内
に
は
調
査
報
告
を
兼
ね

た
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

５ 広報なかがわ
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地形を把握するため、
まずは草刈りです。

中川中学校1年生とポンピラ塾の
皆さんが見学に訪れました。

試掘調査の様子。

獣骨が出土したときの様子。脆いため
慎重に発掘作業が進められました。

サケを採った？ 出土した
鉤状鉄器（錆落とし後）。

平
成
6
年
度

中
川
に
あ
ら
た
な
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
が
加
わ
る
！



つ
け
ま
す
。

⑤
そ
の
後
、
広
葉
樹
の
灰
を
水
で
粘

　

土
状
に
し
て
、
と
ち
の
実
が
浸
る

　

ま
で
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
ま
す
。
そ

　

の
ま
ま
2
日
間
放
置
し
ま
す
。

⑥
こ
こ
ま
で
来
た
ら
実
が
と
て
も
崩

　

れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
注

　

意
し
な
が
ら
よ
く
洗
っ
て
灰
を
落

　

と
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
一
日

　

流
水
に
つ
け
ま
す
。

⑦
灰
が
き
れ
い
に
落
ち
た
ら
一
晩
水

　

に
漬
け
て
お
い
た
も
ち
米
と
一
緒

　

に
蒸
し
ま
す
。
蒸
し
あ
が
っ
た
ら

　

臼
と
杵
で
突
い
て
出
来
上
が
り
で

　

す
！

　

色
は
薄
く
黄
色
が
か
っ
て
お
り
、

お
味
は
と
い
う
と
…
木
の
実
特
有
の

香
ば
し
さ
や
ほ
の
か
な
苦
味
、
食
感

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
や
っ
と
食
べ

る
こ
と
が
で
き
た
と
ち
餅
。
初
め
て

作
る
も
の
で
、
何
も
か
も
手
探
り
で

し
た
が
、
か
け
た
時
間
を
考
え
る
と

感
慨
深
い
味
わ
い
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
森
林
環
境
教
育
の
一
環
で
と

ち
餅
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
は
と
ち
餅
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？
私
は
中
川
に
来
る
ま
で
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
自
体
は
一
見
、

栗
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
味
は
ま

っ
た
く
違
い
ま
す
。
長
い
時
間
を
か

け
て
ア
ク
を
抜
か
な
い
と
苦
く
て
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
と
ち
の

実
が
と
ち
餅
に
な
る
ま
で
の
経
過
を

記
載
し
ま
す
。

①
と
ち
の
実
を
拾
っ
た
ら
3
日
程
水

　

に
つ
け
ま
す
。
虫
を
出
し
た
り
、

　

虫
食
い
を
は
ね
る
た
め
で
す
。

②
お
湯
の
中
に
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
ま

　

す
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鬼

　

皮
が
剥
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
包
丁
で
鬼
皮
を
剥
き
ま
す
。

④
鬼
皮
を
む
い
た
あ
と
の
実
も
一
見
、

　

栗
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
ま
だ
ま

　

だ
苦
く
て
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

　

れ
を
一
週
間
〜
十
日
間
、
流
水
に

町の振興や発展のために東奔西走する地域おこし協力隊の
活動の様子を紹介します

中川町地域おこし協力隊活動記㉙

村
塾
」
に
て
個
人
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
ぽ
ん
ぴ
ら
太
鼓
保
存
会
で
は

昨
年
に
比
べ
曲
数
が
増
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
こ
の
曲
を
イ
ベ
ン
ト

で
行
う
際
に
ひ
と
つ
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
大
太
鼓
が
足
り
な
い
」

と
い
う
こ
と
。
実
は
中
川
祭
り
で
お

披
露
目
し
た
巴
紋
付
の
大
太
鼓
は
、

名
寄
市
に
あ
る
太
鼓
屋
さ
ん
か
ら
お

借
り
し
た
も
の
で
あ
り
チ
ー
ム
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
く
ら
い

良
い
音
の
出
る
太
鼓
が
あ
れ
ば
…
と

個
人
的
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
1
月
よ
り
「
聞
き
書
き
」

と
い
う
手
法
を
使
い
、
昔
の
中
川

の
産
業
・
暮
ら
し
を
も
っ
と
教
え

て
頂
き
た
く
、
私
が
皆
さ
ん
の
ご

自
宅
に
お
伺
い
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

私
は
昨
年
11
月
に
豊

　
　
　
　
　

富
町
に
て
開
催
さ
れ
た

計
6
団
体
に
よ
る
演
奏
会
兼
合
同
練

習
会
に
参
加
し
チ
ー
ム
単
位
で
の
交

流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
じ
地
区
内
で
別
な
団
体
と
交
流

す
る
機
会
は
多
く
な
く
、
大
型
イ
ベ

ン
ト
や
今
回
の
よ
う
な
合
同
演
奏
会

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
他
団
体
と
交

流
し
、
ま
た
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
町

内
行
事
に
も
新
し
い
音
を
入
れ
る
い

い
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

中
川
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
メ
ン
バ

ー
と
話
を
し
た
際
、
チ
ー
ム
全
体
の

能
力
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
事
や
、
中

川
祭
り
で
も
使
用
し
た
大
太
鼓
の
音

色
が
加
わ
っ
た
事
に
よ
り
、
演
奏
の

幅
が
格
段
に
広
が
っ
た
事
な
ど
、
来

年
度
活
動
を
す
る
上
で
大
切
な
事
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
日
本
を
代
表
す
る
太
鼓
集

団「
松
村
組
」の
養
成
塾
で
あ
る「
松

『とち餅ができるまで』
小田島森恵
お だ じま もり え

『活動報告  太鼓Ver.』
藤 田 達 也
ふじ た たつ や
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2015（H27）. 1月号 6



問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
理
由
は
ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
態

に
あ
り
ま
す
。
メ
ス
は
生
ま
れ
た
翌

年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、
3
〜
6
頭
の
仔

を
産
み
ま
す
。
ま
た
通
常
、
春
に
出

産
し
ま
す
が
失
敗
す
る
と
夏
に
も
出

産
可
能
な
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
ア
ラ
イ
グ
マ

の
個
体
数
増
加
を
予
測
す
る
と
…
元

々
1
0
0
頭
存
在
し
て
い
た
場
合
、

4
年
で
4
7
9
頭
、
6
年
で
1
0
8

6
頭
、
10
年
で
5
0
4
2
頭
と
爆
発

的
に
増
え
て
い
く
の
で
す
。

　

そ
の
爆
発
的
な
増
加
の
根
源
は
メ

ス
で
す
。
個
体
数
を
減
ら
し
被
害
を

減
ら
す
為
に
は
メ
ス
を
た
く
さ
ん
捕

獲
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
メ
ス
を
効
率

的
に
捕
獲
で
き
る
で
し
ょ
う
？
次
回

の
広
報
で
は
、
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
今

年
は
オ
ス
ば
か
り
捕
獲
さ
れ
た
の
か

そ
の
理
由
も
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

　
　
　
　
　
　
　

お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
ん
に
ち
は
。
こ
ん
ば
ん
は
。

野
生
動
物
担
当
の
松
橋
で
す
。

　

役
場
の
2
階
に
あ
る
町
長
室
前
掲

示
板
が
12
月
か
ら
内
容
が
変
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う

か
？
12
月
か
ら
毎
月
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
誰
か
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
を
掲
示
板

に
表
現
し
ま
す
。

　

12
月
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は「
中
川
の
ア
ラ
イ
グ
マ
」に
つ

い
て
で
す
。
今
年
度
の
ア
ラ
イ
グ
マ

駆
除
数
は
1
0
0
頭
に
迫
る
勢
い

で
す
！
こ
れ
は
平
年
に
比
べ
て
1
・

5
倍
以
上
の
捕
獲
数
で
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
と
努
力
の
お
か
げ
で
す
。

　

し
か
し
、
困
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
捕
獲
さ
れ
て
い
る
ア
ラ

イ
グ
マ
は
オ
ス
ば
か
り
と
い
う
こ
と

で
す
。
オ
ス
で
も
メ
ス
で
も
捕
獲
で

き
れ
ば
一
頭
減
っ
た
こ
と
に
は
な
る

の
で
す
が
、
将
来
的
に
は
あ
ま
り
意

『見ていただけましたか？
　　　　町長室前掲示板』

松 橋 杏 子
まつ はし きょう こ

巨
大
な
彫
刻
刀
の
よ
う
な
カ
ン
ナ
を

あ
て
て
削
り
出
し
て
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
瞬
間
的
な
負
荷
に
耐
え

る
、
丈
夫
で
鋭
い
刃
物
が
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ろ
く
ろ
と
鉄
製
品

の
出
現
に
は
因
果
関
係
が
あ
る
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
ろ
く
ろ
は
、
人
力
で
回
転

さ
せ
て
い
た
の
で
、
削
る
の
に
大
変

な
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
現
代
に

お
い
て
は
、
電
気
動
力
に
よ
っ
て
加

工
労
力
が
軽
減
し
、
作
業
速
度
も
速

ま
り
ま
し
た
。
更
に
、
近
年
で
は
、

Ｎ
Ｃ
加
工
と
呼
ば
れ
る
技
術
が
開
発

さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
作
成
し

た
設
計
図
を
も
と
に
、
半
自
動
的
に

多
様
な
形
状
の
加
工
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
う
い

っ
た
最
新
の
技
術
に
お
い
て
も
、
最

終
的
に
は
手
作
業
で
の
仕
上
げ
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
を

経
て
も
な
お
、
生
き
物
で
あ
る
木
材

の
加
工
に

は
、
手
作

業
の
細
や

か
さ
が
不

可
欠
な
の

で
す
。

　

先
月
に
引
き
続
き
、
木
の
器
の
お

話
で
す
。
前
回
は
、
始
ま
り
の
頃
の

お
話
で
し
た
。
2
回
目
の
今
回
は
、

鉄
製
品
の
時
代
と
も
呼
ば
れ
る
弥
生

時
代
を
迎
え
、
道
具
が
、
石
器
か
ら

鉄
器
へ
と
移
り
変
わ
る
こ
と
で
、
木

器
の
加
工
技
術
が
多
様
化
し
て
い
っ

た
話
題
で
す
。

　

木
の
器
に
と
っ
て
、
鉄
の
出
現
は

画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。
鉄
は
石
よ

り
も
硬
い
う
え
に
、
熱
で
形
状
の
変

更
も
可
能
な
た
め
、
鋭
く
複
雑
な
形

の
刃
物
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
よ
り
精
度
が
高
く

効
率
的
な
加
工
が
可
能
と
な
り
、
木

材
の
切
削
方
法
も
多
様
化
し
ま
し
た
。

　

鋭
利
な
刃
物
に
よ
っ
て
木
を
ス
ラ

イ
ス
す
る
技
術
が
生
ま
れ
、
「
曲
げ

わ
っ
ぱ
」
の
様
な
「
曲
げ
物
」
が
生

ま
れ
ま
し
た
し
、
丈
夫
な
刃
物
に
よ

り
、
ろ
く
ろ
加
工
に
よ
る
挽
物
が
出

現
し
始
め
ま
し
た
。
特
に
挽
物
は
、

木
材
を
回
転
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

『木の器（二）』
斎 藤 綾 子
さい とう あや こ
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日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕　

今
月
の
お
題
「
眠
る
」
ま
た
は
自
由
詠

虫
の
声
、
雪
虫
も
消
え
静
寂
に
は
夕
日
を
受
け
て
残
る
葉
散
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

長
椅
子
に
身
を
横
た
え
て
つ
か
の
間
の
眠
り
に
奢
る
雨
の
土
曜
日　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

今
日
も
ま
だ
落
葉
の
道
を
歩
み
ゆ
く
足
裏
に
冬
の
声
を
聞
き
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

南
へ
向
か
う
国
道
の
右
手
よ
り
昇
る
朝
日
に
い
ま
だ
馴
染
め
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

庭
囲
い
括
れ
ば
零
る
る
紅
き
実
の
い
と
お
し
や
は
よ
小
鳥
た
ち
来
よ　
　
　
　
　
　
　

山
内
美
津
枝

起
き
出
で
て
寝
る
ま
で
も
の
を
言
わ
ざ
れ
ば
独
り
つ
ぶ
や
く
「
お
や
す
み
な
さ
い
」　

無
言
歌

身
ひ
と
つ
安
ら
ぎ
眠
る
夜
な
夜
な
に
夢
な
る
人
ら
な
べ
て
や
さ
し
き　
　
　
　
　
　
　

眠
り
姫

夕
闇
に
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
赤
々
と
眼
裏
を
衝
き
眠
り
を
覚
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

眼
の
砂

〔
俳　

句
〕

我
は
今
峡
の
紅
葉
に
ひ
た
り
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

千
年
の
鳥
居
に
映
ゆ
る
秋
夕
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

し
じ
ま

く
く

こ
ぼ

ま
な
う
ら

つ

まちの文 芸まちの文 芸まちの文 芸
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●平成26年工業統計調査は、従業者4人以上の
　全ての製造事業所を対象に、12月31日時点
　で実施します。
●工業統計調査は、我が国における工業の実態
　を明らかにすることを目的とする政府の重要
　な調査で、統計法に基づく報告義務のある基
　幹統計調査です。
●調査の結果は中小企業施策や地域振興など、
　国及び地域行政施策のための基礎資料として
　利活用されます。
●調査票にご記入いただいた内容は、統計作成
　の目的以外（税の資料など）に使用すること
　は絶対にありません。
●調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回
　答をよろしくお願いします。

平成26年
工業統計調査を
実施します

住民基本台帳の
閲覧状況

経済産業省・都道府県・市区町村

期　　間
　平成25年11月から平成26年10月

閲覧件数
　１件

【問い合わせ先】
　住民課住民サービス室
　☎7－2814



　

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
支
給
額
が
、
5
0
0
円
以
下
の

　

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
自
己
負
担
限
度
額
の
所
得
区
分

　

は
、
毎
年
7
月
31
日
現
在
の
所

　

得
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

6 7万円
5 6万円
3 1万円
1 9万円

現役並み所得者
一　　　　　般

住　民　税
非課税世帯

所 得 区 分

（年額：8月1日～翌年7月31日）

合算した場合の限度額
自己負担限度額

区分Ⅱ
区分Ⅰ

　

同
じ
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
の
方
全
員
が
1
年
間

に
支
払
っ
た
「
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
額
」
と
、

「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
額
」
を

合
算
し
た
金
額
が
、
下
表
の
「
合

算
し
た
場
合
の
限
度
額
」
を
超
え

る
と
、
超
え
た
分
が
高
額
介
護
合

算
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
と
介
護
保
険
で
支
払
っ
た
自

己
負
担
額
の
割
合
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
者
か
ら
支
払
わ
れ

ま
す
。

※
毎
年
8
月
か
ら
そ
の
翌
年
7
月

　

末
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護
保

　

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
を
も

　

と
に
計
算
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は

　

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い

　

ず
れ
か
が
0
円
の
場
合
は
対
象

「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

の
制
度
と
申
請
手
続
き

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

内
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
8
月
1
日
か

ら
平
成
26
年
7
月
31
日
ま
で
の
間

に
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
他

の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方
な
ど
は
、

以
前
の
医
療
保
険
や
介
護
保
険
で

の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
健

康
や
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
希
望
す
る

方
を
対
象
に
医
療
費
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
の
送
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
役

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
「
送
付
を
希
望
す
る
」

こ
と
を
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
い
る

方
は
、
再
度
の
ご
連
絡
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

●
医
療
費
通
知
と
は
？

　

半
年
ご
と
（
1
〜
6
月
、
7
〜

12
月
）
に
病
院
な
ど
で
診
療
を
受

け
た
と
き
に
か
か
っ
た
医
療
費
の

●
所
得
区
分

①
現
役
並
み
所
得
者
‥
住
民
税
の

　

課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上

　

あ
る
加
入
者
と
そ
の
方
と
同
じ

　

世
帯
に
い
る
加
入
者
の
方
で
す
。

②
区
分
Ⅱ
‥
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
る
方
に
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

③
区
分
Ⅰ
‥
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方
に
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

・
世
帯
全
員
が
所
得
0
円
の
方

　

（
公
的
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

　

そ
の
受
給
額
が
80
万
円
以
下
）

・
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て

　

い
る
方

④
一
般
‥
①
〜
③
以
外
の
方

《
申
請
手
続
き
》

　

平
成
25
年
度
分
（
平
成
25
年
8

月
1
日
か
ら
平
成
26
年
7
月
31
日

ま
で
）
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、
平
成
27
年

1
月
以
降
に
申
請
手
続
き
の
ご
案

額
を
と
り
ま
と
め
、
毎
年
3
月
と

9
月
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

　

受
診
年
月
、
診
療
を
受
け
た
病

院
な
ど
の
名
称
、
診
療
区
分
、
日

数
、
医
療
費
の
総
額
が
一
覧
で
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

診
療
を
受
け
た
記
録
が
な
い
場

合
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

診
療
内
容
の
審
査
な
ど
の
都
合
で

一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
な
ど
の
「
医

療
費
控
除
」
の
領
収
書
の
代
わ
り

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
連
合

☎
0
1
1
・
2
9
0
・
5
6
0
1

中
川
町
役
場
住
民
課
住
民
サ
ー
ビ

ス
室
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

医
療
費
通
知

7

6

7

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

9 広報なかがわ
2015（H27）. 1月号



【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　

薬
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
、か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
と
う
！

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

　

薬
は
、
病
気
の
治
療
や
、
不

快
な
症
状
を
少
な
く
す
る
な
ど

に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え

る
と
、
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
薬
の

使
い
方
、
効
き
目
や
副
作
用
な

ど
に
つ
い
て
、
よ
く
知
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
で
薬
に
関
す
る
知
識
を

身
に
着
け
る
必
要
も
あ
り
ま
す

が
、
薬
と
上
手
に
付
き
合
う
た

め
に
活
用
し
た
い
の
が
、
薬
局

と
薬
剤
師
で
す
。

　

特
に
、
「
か
か
り
つ
け
薬
局

・
薬
剤
師
」
を
持
つ
と
、
そ
の

人
に
合
わ
せ
て
、
薬
に
つ
い
て

詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
、
相
談

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
薬
局
・
薬
剤
師
の
役
割　

　

受
診
後
、
医
師
か
ら
受
け
取

り
「
処
方
箋
」
を
持
っ
て
薬
局

へ
行
き
ま
す
。
薬
剤
師
は
、
処

方
箋
に
基
づ
き
薬
を
調
合
し
て

提
供
し
ま
す
が
、
そ
の
際
に
薬

の
飲
み
方
や
副
作
用
に
つ
い
て

の
説
明
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
薬

に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
と
う

　

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し

て
い
る
場
合
、
そ
の
近
く
の
薬

局
を
利
用
す
る
場
合
も
多
い
で

す
が
、
で
き
れ
ば
一
つ
の
薬
局

を
決
め
て
、
か
か
り
つ
け
薬
局

を
持
つ
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
の

す
べ
て
の
処
方
箋
を
一
か
所
に

集
め
る
こ
と
で
、
自
分
が
服
用

し
て
い
る
薬
を
記
録
し
て
管
理

し
て
も
ら
え
る
か
ら
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
薬
局
で
は
、
薬

の
飲
み
合
わ
せ
だ
け
で
は
な
く
、

薬
が
重
複
し
て
処
方
さ
れ
て
い

な
い
か
ど
う
か
や
、
服
用
す
る

量
や
回
数
に
至
る
ま
で
、
細
か

く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
必
要
が

あ
れ
ば
、
医
師
に
確
認
し
て
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
役
割
も

果
た
し
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
薬
局
で
は
、
薬

の
飲
み
方
や
薬
を
飲
み
忘
れ
た

時
の
対
応
な
ど
、
様
々
な
相
談

に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

　

市
販
薬
や
健
康
食
品
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
な
ど
を
購
入
す
る
場

合
で
も
、
か
か
り
つ
け
薬
局
で

お
薬
手
帳
が
あ
れ
ば
、
薬
剤
師

に
飲
み
合
わ
せ
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
え
ま
す
。

お
薬
手
帳
の
使
い
方

　

薬
局
を
利
用
す
る
と
、
一
般

的
に
お
薬
手
帳
を
渡
さ
れ
ま
す
。

　

お
薬
手
帳
に
は
、
自
分
が
使

っ
て
い
る
す
べ
て
の
薬
の
情
報

を
記
入
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て

い
て
も
、
お
薬
手
帳
は
1
冊
に

ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
何
冊
も
持
つ
こ
と
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

　

薬
局
で
は
、
情
報
を
薬
剤
師

が
記
入
し
た
り
、
シ
ー
ル
を
張

っ
た
り
し
ま
す
。

　

食
べ
物
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
常

用
し
て
い
る
市
販
薬
、
サ
プ
リ

メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自

分
で
、
記
入
し
ま
し
ょ
う
。
記

録
が
あ
る
こ
と
で
、
相
談
し
や

す
く
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
旅
行
に
は
、
保
険
証

と
一
緒
に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

万
が
一
事
故
や
災
害
に
あ
っ

た
り
、
持
病
が
急
に
悪
化
し
た

場
合
で
も
、
お
薬
手
帳
が
あ
れ

ば
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
て

も
ら
え
ま
す
。

注
意
が
必
要
な
こ
と

　

ど
の
薬
局
で
も
、
す
べ
て
の

医
療
機
関
の
処
方
箋
に
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
有
効
期
間
は
、

4
日
な
の
で
、
当
日
も
し
く
は

翌
日
に
は
薬
局
で
お
薬
を
受
け

取
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
金
曜
日

の
場
合
や
連
休
前
は
、
当
日
に

薬
局
に
行
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

ま
た
、
薬
局
で
は
、
す
べ
て

の
薬
を
そ
ろ
え
て
お
く
こ
と
は

難
し
く
、
在
庫
が
な
い
場
合
は
、

取
り
寄
せ
し
ま
す
の
で
、
初
め

て
の
薬
局
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
手
持
ち
の
薬
が
あ
る
う
ち

に
受
診
し
て
、
処
方
箋
を
も
ら

う
こ
と
が
大
事
で
す
。
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食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

　

1
月
は
、
年
末
に
引
き
続
き

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
る

時
期
で
す
。
し
か
し
、
肝
臓
で

処
理
で
き
る
ア
ル
コ
ー
ル
量
に

は
個
人
差
が
あ
り
（
1
時
間
に

7
ｇ
ほ
ど
）、飲
む
量
が
多
く
な

る
ほ
ど
、
肝
臓
で
の
処
理
時
間

の
増
加
に
つ
な
が
り
、
肝
臓
の

負
担
に
な
り
ま
す
。

　

飲
酒
量
の
多
い
日
が
続
い
た

り
、
そ
れ
が
習
慣
に
な
っ
て
し

ま
う
と
、
体
に
悪
い
影
響
を
与

え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

体
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
飲
酒

を
楽
し
む
た
め
に
は
、
適
量
を

知
り
、
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

国
は
、
1
日
平
均
純
ア
ル
コ

ー
ル
で
約
20
ｇ
程
度
を
適
量
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
約
60
ｇ

以
上
を
多
量
飲
酒
と
し
て
い
ま

す
。

①
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す

　

食
道
、
胃
、
大
腸
な
ど
の
粘

膜
が
荒
れ
る
原
因
と
な
る
他
、

消
化
器
系
の
が
ん
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

②
尿
酸
値
の
上
昇

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
に
よ
る

尿
酸
の
産
生
増
加
、
さ
ら
に
腎

臓
で
の
尿
酸
排
泄
を
抑
制
さ
せ

ま
す
。

③
高
血
糖
の
原
因
に

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
為

に
、
肝
臓
に
蓄
え
ら
れ
た
糖
が

血
液
中
に
放
出
さ
れ
、
食
事
で

摂
っ
た
糖
質
な
ど
と
共
に
血
糖

値
が
上
昇
し
、
下
が
り
に
く
く

な
り
ま
す
。

④
中
性
脂
肪
が
増
加

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
り
過
ぎ
分
は
、

中
性
脂
肪
に
な
り
、
内
臓
脂
肪

の
増
加
や
脂
肪
肝
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

　

左
図
②
の
計
算
方
法
を
参
考

に
、
自
身
の
普
段
飲
ん
で
い
る

量
（
純
ア
ル
コ
ー
ル
）
を
図
③

を
利
用
し
て
計
算
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

肝
臓
で
は
、
適
量
と
さ
れ
る

20
ｇ
ま
で
な
ら
約
3
〜
4
時
間

で
分
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

多
量
と
さ
れ
る
60
ｇ
程
度
の
ア

ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
た
場
合
、

分
解
さ
れ
る
ま
で
約
9
〜
12
時

間
も
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
前

日
の
飲
ん
だ
時
間
に
よ
っ
て
は
、

お
酒
が
朝
ま
で
残
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
肝
臓
に
と

っ
て
も
、
睡
眠
中
も
処
理
の
為

に
働
き
続
け
る
こ
と
に
な
り
、

休
む
時
間
が
無
く
大
き
な
負
担

と
な
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

の
他
、
含
ま
れ
て
い
る
糖
質
量

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
目
安

と
し
て
は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量

25
ｇ
で
約
1
8
0
カ
ロ
リ
ー
と

な
り
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り

（
お
か
か
）
1
個
分
と
同
じ
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
と
な
り
ま
す
。　

　

飲
む
機
会
が
重
な
る
時
は
、

　
　
　
　
　
　
　

飲
む
量
や
つ

　
　
　
　
　
　
　

ま
み
の
量
を

　
　
　
　
　
　
　

調
整
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　

き
ま
し
ょ
う
。

多
量
飲
酒
に
よ
る

　
　
　
　
　

体
へ
の
影
響

普
段
の
ア
ル
コ
ー
ル
量

　
　
　

は
ど
の
く
ら
い
？

知
っ
て
お
き
た
い

　

ア
ル
コ
ー
ル
分
解
時
間

飲
酒
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　

は
ど
の
く
ら
い
？

飲
み
過
ぎ
っ
て

　
　
　
　

ど
の
く
ら
い
？

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
上
手
な
付
き
合
い
方
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雪
が
降
り
積
も
る
よ
う
に
な
る
と
、

停
電
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
線
に
付
着
し
た
雪
の
重
み
で
電
線

が
切
れ
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
お
し
ら

せ
君
を
つ
な
ぐ
光
ケ
ー
ブ
ル
に
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

屋
外
の
光
ケ
ー
ブ
ル
に
雪
が
付
着

す
る
と
、
雪
の
重
み
で
ケ
ー
ブ
ル
が

た
わ
み
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
が
切
れ
る

と
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
く
な
り
、
お
し

ら
せ
君
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
ケ

ー
ブ
ル
が
切
れ
な
く
て
も
、
切
れ
る

寸
前
ま
で
た
わ
む
と
、
ケ
ー
ブ
ル
内

を
行
き
来
す
る
信
号
の
損
失
が
大
き

く
な
っ
て
同
じ
よ
う
な
状
況
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
下
ろ
し
の
際
に
ス
コ
ッ

プ
な
ど
で
ケ
ー
ブ
ル
を
強
く
引
っ
か

け
た
り
、
大
き
な
氷
の
塊
が
当
た
る

な
ど
す
る
と
、
ケ
ー
ブ
ル
の
外
側
に

傷
が
な
く
て
も
、
中
の
光
ケ
ー
ブ
ル

が
傷
つ
い
て
断
線
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
ケ
ー
ブ
ル
が

損
傷
し
た
と
き
は
、
修
理
費
用
を
ご

負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
雪
下
ろ
し
や
重
機
な
ど
で
の
作

業
を
す
る
と
き
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

故障のときの問い合わせ先　NTT東日本北海道データセンター　☎0120－860－023（通話料無料）

おしらせ君の
お知らせ

雪
下
ろ
し
に
注
意
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例
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
転
落
や
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
の
下
敷
き

に
な
る
事
故
が
発
生
し
て
る
ほ
か
、
暴
風
雪
に
よ
り
尊
い
命
を
落
と
す
被
害
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
雪
下
ろ
し
は
複
数
で
行
い
ま
し
ょ
う

　
　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
ハ
シ
ゴ
や
屋
根
か
ら
転
落
す
る
事
故
が
発
生
し
て

　

い
ま
す
。

　
　

作
業
中
に
ハ
シ
ゴ
を
支
え
た
り
、
通
行
人
や
子
供
の
安
全
を
確
認
し
た
り
、

　

万
一
の
際
に
救
助
を
す
る
た
め
、
雪
下
ろ
し
は
複
数
で
行
う
と
と
も
に
、
転

　

落
防
止
の
措
置
を
確
実
に
講
じ
ま
し
ょ
う
。

◆
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
は
安
全
を
確
か
め
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う

　
　

除
雪
中
に
除
雪
機
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
事
故
が

　

発
生
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　

除
雪
作
業
中
は
服
装
と
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
、
作
業
を
中
断
し
た
り
、

　

そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
必
ず
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
　

暴
風
雪
や
大
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
な
る
べ
く
外
出
を
避
け
ま

　

し
ょ
う
。

　
　

や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き
は
、
見
通
し
が
悪
か
っ
た
り
、
吹
き
だ

　

ま
り
の
発
生
な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
道
路
状
況
に
応
じ
た
無
理
の
な

　

い
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

天
候
が
急
変
し
車
が
立
ち
往
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
車
に
防

　

寒
着
、
長
靴
、
手
袋
、
ス
コ
ッ
プ
、
牽
引
ロ
ー
プ
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

　

う
。【

問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所

雪
下
ろ
し

雪
下
ろ
し    

始
め
る
前
に

始
め
る
前
に    

安
全
確
認

安
全
確
認

雪
下
ろ
し  

始
め
る
前
に  

安
全
確
認



平成26年度
社会保障・税番号制度
システム整備業務
（地方税務システム）

工事・業務名
入札・見積り合わせ結果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

社会保障・税番号制度
導入に伴う地方税務
システム改修

社会保障・税番号制度
導入に伴う団体内
宛名統合システム改修

社会保障・税番号制度
導入に伴う住民基本台帳
システム改修

1,512,000

864,000

2,700,000

予定価格（円）

100.0％

100.0％

100.0％

平成26年度
社会保障・税番号制度
システム整備業務
（住民基本台帳システム）

平成26年度
社会保障・税番号制度
システム整備業務
（団体内宛名統合システム）

1,400,000

800,000

2,500,000

第2回

着手　平成26年11月14日

完了　平成27年3月31日

着手　平成26年11月14日

完了　平成27年3月31日

着手　平成26年11月14日

完了　平成27年3月31日

1,512,000

864,000

2,700,000

※㈱ＨＤＣ

※㈱ＨＤＣ

※㈱ＨＤＣ

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

　

11
月
20
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
、
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
プ

ロ
レ
ス
in
な
か
が
わ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
イ
ベ
ン
ト
は
、
北
都
プ
ロ

レ
ス
節
目
の
3
0
0
回
記
念
大

会
で
、
約
1
7
0
名
の
方
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

前
座
で
は
、
剣
道
・
柔
道
・

野
球
の
各
少
年
団
が
プ
ロ
レ
ス

に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
は
グ

ル
グ
ル
回
さ
れ
な
が
ら
も
何
度

も
立
ち
上
が
り
会
場
を
わ
か
せ

ま
し
た
。

　

本
番
が
始
ま
る
と
、
目
の
前

で
み
る
北
都
プ
ロ
レ
ス
の
大
迫

力
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
レ

ス
ラ
ー
の
個
性
の
あ
る
技
に
、

超
満
員
の
会
場
で
は
終
始
大
歓

声
と
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
や
前
納
が
お
得
で
す

　

自
営
業
・
学
生
な
ど
の
第
1

号
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料

は
月
額
1
万
5
2
5
0
円
（
平

成
26
年
度
）
で
す
。
送
付
さ
れ

る
納
付
書
に
よ
り
、
毎
月
納
め

に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

口
座
振
替
に
し
た
り
、
ま
と
め

て
納
め
る
前
納
に
す
る
と
割
引

が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替

　

納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
続
き

も
簡
単
な
口
座
振
替
は
、
保
険

料
の
割
引
制
度
も
利
用
で
き
る

の
で
、
お
す
す
め
で
す
。
毎
月

保
険
料
を
納
め
る
な
ら
、
当
月

分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き

落
と
す「
早
割
」を
申
し
込
む
と

月
額
50
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

前
納
す
れ
ば
さ
ら
に
割
引
が
あ

り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い

　

年
金
事
務
所
に
申
し
込
み
用

紙
を
提
出
す
る
と
、
保
険
料
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め

方
は
毎
月
ま
た
は
前
納
（
1
年

ま
た
は
半
年
）
か
ら
選
べ
ま
す
。

前
納

　

1
年
分
や
半
年
分
な
ど
ま
と

め
て
納
め
る
前
納
に
す
る
と
、

保
険
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付
も
で

き
ま
す
が
、
口
座
振
替
で
前
納

す
る
ほ
う
が
割
引
率
は
高
く
な

り
ま
す
。

電
子
納
付

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、

pay-easy

マ
ー
ク
の
つ
い
た
Ａ

Ｔ
Ｍ
な
ど
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
ご
利
用

の
銀
行
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

☎
0
1
6
6・2
7・1
6
1
1

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4
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11月の入札・見積り合わせ契約結果

国
民
年
金
に
は
お
得
な

　
　
　
　

割
引
制
度
が
あ
り
ま
す

中
川
町
に
北
都
プ
ロ
レ
ス
が
や
っ
て
き
た
！！

＠
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

大迫力の場外乱闘！！大迫力の場外乱闘！！

頑張れ！ 星ハム子！頑張れ！ 星ハム子！ 少年団  対  北都プロレス少年団  対  北都プロレス



ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの

長谷川文子さん（77歳）

喜寿おめでとう
ございます

　

12
月
、
園
庭
が
よ
う
や
く
雪
に

覆
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
雪
遊
び

が
出
来
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

春
、
5
月
の
雪
解
け
か
ら
取
り

付
け
て
い
た
、
ブ
ラ
ン
コ
や
滑
り

台
等
の
固
定
遊
具
は
雪
囲
い
が
さ

れ
、
来
年
の
雪
解
け
ま
で
し
ば
ら

く
お
休
み
で
す

　

ブ
ラ
ン
コ
は
子
ど
も
た
ち
の
大

好
き
な
遊
具
で
す
。
2
〜
3
歳
頃

の
子
は
特
に
好
き
で
、
大
人
に
押

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ず
〜
っ
と

揺
れ
て
い
た
い
楽
し
い
遊
具
で
す
。

　

だ
か
ら
一
番
先
に
乗
り
た
い
、

ず
っ
と
使
っ
て
い
た
い
と
、
取
り

合
い
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
大
人
は
つ
い
つ
い
、

「
み
ん
な
で
使
う
も
の
だ
か
ら
順

番
」
「
10
数
え
た
ら
替
わ
ろ
う
」

「
待
っ
て
い
る
友
達
い
る
か
ら
、

も
う
か
わ
り
な
さ
い
」
な
ど
と
言

い
、
や
め
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

下
ろ
さ
れ
た
子
は
大
泣
き
で

「
乗
り
た
い
」
「
ま
だ
、
少
し
し

か
乗
っ
て
い
な
い
」
と
訴
え
続
け

ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
満
足
い
く
ま
で

乗
っ
て
い
た
い
ん
で
す
ね
。
「
10

数
え
た
ら
か
わ
る
」
は
そ
の
子
が

満
足
し
た
か
ら
か
わ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
の
大
き
い
力

で
か
わ
ら
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

か
わ
ら
な
け
れ
ば
「
意
地
悪
な

子
」
「
素
直
に
聞
け
な
い
子
」
と

い
う
見
方
を
大
人
は
し
が
ち
で
す
。

　

で
も
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う

か
。

　

使
っ
て
い
る
子
が
満
足
し
て
納

得
し
て
「
い
い
よ
」
と
言
う
ま
で

待
つ
の
が
本
当
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

乗
り
た
い
と
待
っ
て
い
る
子
に

「
今
、
○
○
ち
ゃ
ん
使
っ
て
い
る

か
ら
終
わ
っ
た
ら
か
わ
っ
て
も
ら

お
う
」
「
終
わ
る
ま
で
◇
◇
し
て

待
と
う
」
「
□
□
く
ん
、
ま
だ
乗

り
た
い
ん
だ
よ
ね
」
と
、
双
方
の

思
い
を
汲
み
取
っ
て
あ
げ
な
が
ら
、

待
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

乗
り
た
い
と
泣
い
て
い
る
子
の

様
子
を
見
て
、
「
あ
の
子
乗
り
た

い
ん
だ
な
」
「
で
も
自
分
も
ま
だ

乗
り
た
い
ん
だ
」
と
、
子
ど
も
な

り
に
相
手
の
思
い
と
自
分
の
気
持

ち
を
、
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
よ

う
か
と
葛
藤
し
て
い
き
ま
す
。
葛

藤
し
な
が
ら
、
十
分
に
満
足
し
た

ら
、
「
い
い
よ
」
と
か
わ
っ
て
く

れ
る
時
が
来
ま
す
。

　

大
人
が
一
方
的
に
「
は
い
、
順

番
。
は
い
、
終
わ
り
」
と
か
わ
る

こ
と
を
強
い
て
い
く
と
、
そ
の
子

の
満
足
し
た
い
と
い
う
思
い
は
い

つ
ま
で
も
満
た
さ
れ
ま
せ
ん
し
、

大
人
は
自
分
の
気
持
ち
を
わ
か
っ

て
く
れ
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

自
分
と
同
じ
よ
う
に
相
手
に
も

思
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と

や
、
相
手
を
思
い
や
れ
る
気
持
ち

の
育
ち
は
、
そ
の
子
自
身
が
た
く

さ
ん
の
満
足
で
満
た
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
育
た
な
い
こ
と
で
す
。　

　
「
か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
」「
か

わ
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
」
困
っ
た

子
で
は
な
く
、
満
足
し
た
い
気
持

ち
を
汲
み
取
り
、
待
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
子
ど
も
っ
て
そ
う
や

っ
て
育
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
、
時
間
的
に
余
裕
が

な
い
時
な
ど
、
今
は
子
ど
も
の
意

に
添
え
な
い
と
い
う
時
が
あ
り
ま

す
ね
。

　

そ
の
時
は
子
ど
も
に
謝
り
、
次

を
約
束
し
た
ら
必
ず
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
約
束
を
守
っ
て
く
れ
る
こ

と
は
、
子
ど
も
の
満
足
を
満
た
し

て
く
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
大
人
の
見
守
り
で
、

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　熊による被害から町民の皆さんを守るために、美深警
察署では「サックマから住民を守り隊」を結成して活動
しています。
　この活動には、中川町鳥獣被害対策実施隊も協力して
います。
　熊と思われる目撃情報や、糞などを発見された方は、
中川駐在所（☎7－2019）、佐久駐在所（☎8－5071）ま
で情報をお寄せください。

「サックマから住民を守り隊」が
活動しています

熊の出没に注意！

問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2022
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あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

•
父
（
良
𠮷
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　

旭
川
市　

大
場　

公
貴　

様

社
会
福
祉
推
進
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　

藁
谷　

和
美　

様

　
　

札
幌
市　

北
都
プ
ロ
レ
ス　

様

一
心
苑
運
営
の
為
に

　
　
　

名
寄
市　

佐
々
木
生
吉　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
よ

り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

大
島　

光
男　

様

　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

信
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

丸
山
み
ち
よ　

様

　
　
　
　
　
　
　

橋
場
美
登
里　

様

　
　
　
　
　
　
　

岡
田
富
美
子　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
5
名　

様

火災・救急出動件数

火災出動　0件
救急出動　63件

平成26年11月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

出
初
式
は
新
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
、
全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
5
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
、
中
川
消
防
団
が
獅
子
舞
と
と
も
に
無
火
災
、
家

内
安
全
を
祈
願
し
中
川
市
街
を
練
り
歩
き
舞
を
披
露
い
た
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
観
覧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出　

初　

式　

平
成
27
年
1
月
7
日（
水
）

獅
子
舞
披
露　

9
時
〜　

中
川
町
市
街

　

毎
年
降
雪
と
と
も
に
、
全
国
各
地
で
除
雪
作
業
中
の
事
故
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
や
落
雪

に
よ
る
生
埋
め
事
故
、
除
雪
機
へ
の
巻
き
込
み
事
故
等
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
周
囲
の
状
況
を
確
認

し
て
複
数
人
で
の
作
業
を
心
が
け
、
命
綱
等
に
よ
る
自
己
確
保
、

滑
り
止
め
の
つ
い
た
靴
な
ど
を
履
い
て
作
業
す
る
よ
う
に
す
る

な
ど
し
て
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
F
F

暖
房
機
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
排
気
口
付
近
が
雪
で
ふ

さ
が
れ
て
し
ま
う
と
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す
危
険
性
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
作
業
中
の

　
　
　
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

中　

川　

佐
々
木
𠮷
夫　

様
（
97
歳
）

中　

川　

大
場　

良
𠮷　

様
（
68
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

今
野　

英
明　

様
（
2　

区
）

　

齋
藤　

望
美　

様
（
2　

区
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
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命綱➡

⬅保護帽

⬅軽くて使い
　やすい除雪道具

⬆滑り止め

議会・各種委員会の開催状況
11月4日●民 生 委 員 協 議 会
11月10日●議会総務常任委員会
11月19日●議 会 全 員 協 議 会
　　　　●議 会 運 営 委 員 会
11月21日●議 会 第 5 回 臨 時 会
　　　　●第9期社会教育
　　　　　　　中期計画策定委員会
11月25日●選 挙 管 理 委 員 会
11月27日●選 挙 管 理 委 員 会
11月28日●農 業 委 員 会 総 会

12月2日●選 挙 管 理 委 員 会
12月3日●教 育 支 援 委 員 会
12月4日●議 会 全 員 協 議 会
　　　　●民 生 委 員 協 議 会
12月9日●第9期社会教育
　　　　　　　中期計画策定委員会
12月10日●議 会 運 営 委 員 会
　　　　●農業振興センター運営協議会
12月12日●選 挙 管 理 委 員 会
　　　　●教　育　委　員　会　議



　11月20日、北都プロレ
スによるチャリティー興
業が行われました。
　リアルジュエルマンの
登場や、スポーツ少年団
とプロレスラーの対決な
ど、プロレスにふれあう
ことのできた楽しいひと
ときでした。北都プロレ
スの皆さん、ありがとう
ございました。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（11月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,711人（－10）

863人（－13）

848人（＋3）

859戸（－10）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

　12月5日、児童センターで「君の椅子」贈呈式が行われました。今年生まれた6人の子どもた
ちに世界で一つだけの木製の「君の椅子」が贈られました。
　平成18年、東川町で始まった「君の椅子」プロジェクトには、今年から中川町も参加してい
ます。また、来年からは中川町産材を使用する予定となっています。
　毎年デザインの変わる「君の椅子」。この椅子には、多くの人たちの思いが込められています。
これから生まれてくる子どもたちには、どのような椅子が届くのでしょうか。
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